第２号様式
ふたつのふるさと（海・山の防災交流）事業
事業計画書

１　事業の概要
（１）市町村名
	



（２）事業名
	



（３）連携機関
	団体・組織名
	本事業における役割

	
	

	
	

	
	

	
	


（行が不足する場合は追加ください。）

（４）事業内容
	①概要
別添事業概要図（第３号様式）を作成ください。
　　（事業概要図は１枚とし、必要に応じて補足資料（イラスト、写真、図等）をＡ４用紙４枚以内で添付することが可能です。）
　※本事業概要図及び補足資料を活用し、事業内容（「①県外・県内双方の児童生徒にとって、いかに楽しく参加・交流できるか」など）を中心に、子ども（小中学生を想定）による審査も実施する予定です。

	②事業の具体的内容
ア　実施時期


イ　実施場所


ウ　参加者（機関及び人数）
	参加機関
	参加人数（見込）

	
	総人数
	子ども
	その他

	
	人
	人
	人

	
	人
	人
	人

	
	人
	人
	人


（行が不足する場合は追加ください）

エ　交流内容


	③事業実施スケジュール
（事業で予定している主な工程ごとのスケジュールについて記載してください。）
※令和７年度事業は、令和７年８月下旬～令和８年２月の期間内における計画としてください。
※令和８年度事業は、令和８年４月～令和９年２月の期間内における計画（令和７年度中に調査、検討等の準備事業を行う場合は準備事業も含む。）として記載してください。





（５）事業の目的及び期待される効果
	



（６）審査項目及び内容に関する事項
	[bookmark: _Hlk200693686]【事業内容】
（「①県外・県内、双方の児童生徒にとっていかに楽しく参加・交流できるか」、「②県外児童生徒に岐阜県の自然や歴史、文化などの魅力がいかによく伝わるか」、「③県外・県内の児童生徒が協力し、いかに楽しみながら防災について学び合い、交流できるか」について記載してください。）

	【事業の実現性】
（「④事業の実施スケジュールは妥当で、内容が具体的かつ確実に実現できるものか」、「⑤事業の安全性の確保、天候等の急な変更への配慮できているか」について記載してください。）

	【事業の発展性】
（「⑥事業目的（関係人口の増加、安心安全な避難先）に資するものであり、モデル事例として他市町村も取り組める内容か」、「⑦次年度以降も継続して取り組むことや、更なる発展を期待できるものか」について記載してください。）

	【経費の妥当性】
（「⑧事業費と事業内容のバランスは妥当か」について記載してください。）

	【空き家や廃校等を新たな避難場所として活用する取組】（加点対象）
（上記のほか、空き家や廃校などを有事の際の新たな避難場所として活用する取組を併せて実施する場合に記載してください。）




※今回の事業に対し、国や県等から「他の補助金等の交付を受けた」又は「申請中」の場合に記入すること。
	補助金等の名称（機関名）
	

	交付申請者
	

	交付申請額
	

	交付申請年月日
	

	事業内容
	申請書、実績報告書等の写しを添付



２　収支予算
　　別紙様式４　収支予算書のとおり

３　添付書類（該当する項目に■を記入）
□ 積算金額の根拠書類（見積書、価格表等）
□ 事業内容を補足する資料（企画書、仕様、図面等）
· 事前着手届（該当する場合）

４　担当者
	[bookmark: _Hlk200653206]所属
	

	役職・氏名
	

	電話番号
	

	ＦＡＸ番号
	

	E-mailアドレス
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